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【第１号議案】 

令和７年度 事 業 報 告 

 

自 令和 ７年 ４月 １日 

至 令和 ８年 ３月３１日 

 

Ⅰ. 総括 

≪はじめに≫ 

   私たち八王子市町会自治会連合会（以下「町自連」という。）は、「向こう三軒両隣」 

「互近助（ごきんじょ）づきあい」を基本とした「助け合い（共助）」の組織として、 

八王子市全域の町会・自治会・管理組合 (以下「町会自治会等」という。)で構成する 

団体である。 

 「町自連」は、「町会自治会等」共通の諸問題について協議を行い、地域の発展に寄 

与することを目的に、「八王子市町会自治会連合会会則」第 4条に則り「町会自治会等」 

の自主性の確立を図り、福祉の増進や各官公署その他各種団体との連携協力を進めるた 

め、「八王子市町会・自治会の活動活性化の推進に関する条例」（平成 31年 4月施行） 

に基づき、市が推進する「協働によるまちづくり」に呼応する役割を担うとともに、行 

政等の機関が所管する各種審議会、委員会等へ「町自連」の代表を派遣するなど、令和 

7年度の事業計画に基づき、積極的に事業を展開した。 

 あわせて、常任理事会で提起された行政課題や問題点・改善点などについては、平成 

25年度以降毎年開催している「市長と町自連三役との定例懇談会」で取り上げ、意見交 

換を行い課題等の解決に努めたほか、令和７年度は「行動する」初年度（アクション元 

年）として、市民生活の安全安心に向け、「町自連」や地区連合会が日頃から取り組ん 

できた事業を、ホームページやジェイコム東京八王子・日野局の放映を通して広く周知 

に努めた。 

   八王子市「町会自治会等」登録団体数  579団体 155,740世帯 

「町自連」加入状況          347団体 104,325世帯 

                          （令和 7年 6月現在） 

１．三役会及び定例常任理事会  

1月と 8月を除く、毎月第 2火曜日に三役会及び常任理事会を開催し、午前中から 

の三役会では議題などの案件の調整を図り、午後の常任理事会では、議題などの審議 

や行政等関係機関からの情報提供を受けるとともに、各地区連合会相互の意見交換及 

び情報提供、各種提案の場として会議を進めた。 
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なお、主な会議内容は、町自連ホームページに掲載している。 

２．行政主導の各種審議会・委員会等への出向 

市域を代表する「町会自治会等」の連合組織として、「町自連」の常任理事等が委員 

として各種審議会などへ出向し、「町自連」として早期に行政課題の的確な把握に努め

るとともに、「町会自治会等」の立場からの意見や主張を反映すべく努めてきた。 

各種審議会などへの派遣の詳細は、総会資料Ｐ35，36に掲載している。 

３．運営組織の充実 

令和 7年度事業計画に定める施策を遂行するため、「町自連」が抱える課題解決に 

向けた効果的な対処方策を検討する企画調整部と、個別の施策の実現を担う総務部、 

広報部、組織部、生活安全部の各専門部が連携し、事業計画に掲げた 6項目の施策の 

推進に努めた。 

≪施策１≫ 

「八王子市町会・自治会の活動活性化の推進に関する条例」に位置付けられた、「協 

働のまちづくりのパートナー」として、地域のコミュニティの活性化や課題解決に取 

り組む。 

≪施策２≫ 

地域の「町会自治会等」の活動に直結する課題の解決に向け、関係諸団体と連携 

して、少子高齢社会に対応した福祉活動、青少年の健全育成活動、ごみの分別収集な 

ど、様々な社会環境対策に取り組む。 

≪施策３≫ 

市民の生活に直結する課題の解決に向け、健康増進や防火防災・防犯・交通安全の 

ほか、健康で安心して暮らすことのできる生活環境の充実などに関する活動を推進す 

る。 

≪施策４≫ 

「町会自治会等」への加入促進は喫緊の課題である。広報活動を通じ、「町自連」の 

活動を広く周知し、未加入の「町会自治会等」へ積極的に情報を提供し、広く「町自 

連」への加入を呼びかけ、「町自連」の組織強化を目指す。 

≪施策５≫ 

東京都町会連合会及び全国自治会連合会との情報共有に努め、先進的な取り組み 

などを学び、「町会自治会等」の関係者として、広い視点をもち、課題解決を図る。 
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≪施策６≫ 

健全財政の確立は、「町自連」の円滑な事業推進の根幹である。補助金、協賛金な 

どの安定した収入の確保を図り、「町会自治会等」の活動支援に寄与する。 

４．東京都町会連合会及び全国自治会連合会との連携 

東京都町会連合会（事務局:中野区）は、東京都内 23区及び多摩地域 8市で構成す 

る連合組織として、また、全国自治会連合会に加盟する団体として、他の団体との連 

携及び情報の共有と発信に努めており、「町自連」は平成 22年 9月に加入した。 

現在、「町自連」会長は東京都町会連合会の副会長に就任しており、本市の「町会自 

治会等」で抱える問題を提起するとともに、東京都に対しては、施策の提言及び予算 

要望を行うなど、地域住民が安心して生活できる環境の確保に向けた活動に取り組ん 

できた。 

（1） 東京都町会連合会・会議 

① 常任理事会  

原則として、1月と 8月を除く毎月第 1水曜日に開催 （東京都庁内会議室） 

（2） 東京都町会連合会・定期総会 

①  開催日・会場  6月 19日（木）京王プラザホテル新宿 

②  参加者     都知事、都議会議長ほか来賓者 8名、参加者 129名 

都町連会長表彰者 78名（「町自連」での被表彰者 4名） 

（3） 東京都新年度予算及び施策に向けた要望 

「町会・自治会及び連合会組織等への補助・支援制度」「防災備蓄倉庫設置や掲示 

板への設置支援等助成金の継続」「災害時翻訳システムの導入など防災力強化」「道 

路整備・交通対策」「河川対策」「公園整備」など 6項目について、要望を行った。 

【都議会会派要望】10月 15日（水） 【都知事ヒアリング】11月 19日（水）  

（4）全国自治会連合会全国大会    

開催日・会場   10月 23日（木）富山県・富山市 

北海道から沖縄県までの 30都道府県から約 600名を超える方々が参加。東京都 

町会連合会から秋間会長をはじめ大勢の会員が出席し、「すべての地縁団体の代表者 

とともに住民自治の更なる発展と未来に誇れる地域社会の創造」を目指した「良好な 

地縁団体の維持」「行政との協働による防災、防犯、交通安全活動の積極的な取り組 

み」など 7項目にわたる大会宣言が採択された。 

５．健全財政の確立 

「町自連」に加入する世帯から納入された分担金の効果的な活用や、八王子市など 
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からの補助金を確保するため、「町自連」の事業を担当する専門部と連携し、健全財政 

の確立に努めた。 

【健全財政の柱】 

(1) 東京都「地域の底力発展事業助成」制度を活用した事業展開 

（所管専門部 生活安全部） 

(2) 八王子市の町会等地区連合会交流事業助成制度の活用 

地区連合会の交流事業を推進し、地域活動を活性化するため、「町自連」の 17 

地区連合会と 2地区の協議会（合計 19地区）の予算を確保したが、１地区連合会が 

実施を見送ったため、16地区連合会及び 2地区の協議会が当該助成金を活用した。 

(3) 自主財源の確保 

①  町自連分担金収入 

令和 7年度は登録世帯数の減少により、分担金は減収となった。 

令和 7年度加入 104,325世帯  （対前年比 3,015世帯減） 

②  自治会活動賠償責任保険協賛金収入 

【令和 7年度加入状況】    

新規加入（途中加入含む）13団体、更新見送り（退会含む）2団体 

(あ) 令和 7年度       488,700円   (対前年比 252円減） 

(い) 令和 6年度      488,952円 

③ 事業協賛金                   （所管専門部 広報部） 

【HP掲載分】 令和 7年度（7月以降）    670,500円 

Ⅱ. 専門部 

1. 企画調整部 

多様化する重要な事案などへの効果的な対処方策を検討し、町自連の施策、活動方 

針の基盤づくりを図るため、次の事案を検討した。 

（1）「自治体・町会向けアプリ」の活用 

（2）地域安全に関した株式会社ジェイコム東京八王子・日野局との協定 

（3）「アンケート調査・分析」結果に基づく令和 8年度事業計画案への反映 

（4）「町自連」令和 8年度・年間事業計画（素案） 

2.  総務部  

（1）定期総会 

令和 6年度の事業報告及び決算報告、監査報告並びに役員選出、令和 7年度事業計 

画(案)、予算(案)などを審議し、付議した議案はいずれも原案のとおり可決され、総 
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会終了後退任町会・自治会長へ感謝状の贈呈を行った。 

① 開催日時・会場   5月 25日（日）13時 30分 八王子エルシィ 3階 

② 参加者       113名 【感謝状贈呈 25名】 

 

 

 

 

 

 

（2）市長と町自連三役との定例懇談会の実施 ≪施策１の実現≫ 

「町会自治会等」及び地区連合会と「町自連」が広域にわたり抱える課題の解決に

向け、平成 25年度から実施している市長との懇談会では、協働によるまちづくりのパ

ートナーとして、「八王子市町会・自治会の活動活性化の推進に関する条例」（平成

31年 4月制定）第 5条を中心に、市長に対して町自連としての意見などを提起しなが

ら、行政の所管部署との意思疎通を図った。  

   （条例抜粋） 

   第 5条 市は、市民の自発的な町会・自治会への加入及び自発的な町会・自治会の 

設立を促進するために必要な支援を行うものとする。 

2  市は、町会・自治会に対する市民の理解と関心を深め、町会・自治会の活 

動への参加を促進するため、広報活動及び啓発活動その他の必要な支援を行うも 

のとする。 

【令和 7年度のテーマ】   町会自治会への支援について 

意見交換 1 加入促進支援について 

町会自治会等役員の担い手不足、高齢者を中心とした退会防止策や地域防災力低 

下など、町会自治会等が抱える課題を踏まえ、町会自治会等活動強化への考え方 

を聞く。 

意見交換 2 活動支援について 

町会・自治会費、町会等事務交付金などの補助金や資器材の助成は、町会自治会 

等活動の重要な原資であり、退会者や加入率の低下は町会自治会等の活動に深刻 

な影響を及ぼしている。こうした状況を踏まえ、行政としての補助金などの助成 

継続、或いは拡大などへの考え方を聞く。 

※ 定例懇談会の議事録は、9月度常任理事会で報告、配布済み。 
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① 開催日・会場    7月 14日(月) 14時 市役所特別会議室 

② 参加者           町自連・・三役 、監事ほか    11名 

行政・・・市長、担当部課長ほか   9名 

 

 

 

 

 

 

（3）新年懇親会 

①   開催日時・会場   令和 8年 2月 7日(土) 16時 八王子エルシィ 4階 

② 参加者       109名（うち来賓 34名） 

3. 広報部 

（1）ウエブ版「町自連通信」の配信   ≪施策４の実現≫ 

身近な情報を一つでも多く分かりやすく配信するため、平成 17年 10月から約 20 

年間発行してきた紙面による情報配信を刷新し、準備期間を経て 5月からウエブ版 

「町自連通信」として、ホームページを活用した「動画」を中心に情報提供を開始し 

た。 

【ホームページ画面】 

 

 

 

 

 

 

 

● 5月 15日・28日配信 「由井地区」「由井地区・みなみ野エリア」 

● 7月 18日配信    「横山南地区」 

● 9月 25日配信    「元八王子地区・八王子北条氏照まつり」 

● 10月 23日・28日配信 「横山北地区」  ほか 
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（2）ホームページへのアクセス件数 

4月から 6月期には総会資料や役員の改選、7月から 9月期には「町会自治会等」 

の祭りに関連した検索に伴いアクセス数が増えたこと。また、9月からは住民の身近 

な情報に関連する内容で動画配信の開始にあわせて、ホームページ画面の一部を検索 

しやすく改修したことから、アクセス数は前年に比して 1,048件増加した。 

【年度別ホームページへのアクセス件数】    【新ホームページトップ画面】 

(単位 件)   

 

          (各年度 3月 31日現在)     

（3）編集会議の開催 

ホームページを活用した「町会・自治会」からの情報を効果的に配信するため、市民 

が求める記事づくりに向け、動画による地域情報の発信や取材方法などを検討し、「町 

自連」の役割を心がけた編集会議を定期的に開催した。 

4. 組織部 

（1） 町会自治会等会長・役員研修会の開催 ≪施策 1、施策２の実現≫ 

① 「町会・自治会運営ハンドブック 2025」の作成 

行政機関などと連携し、新任等の町会長や自治会長とその役員を対象に、「町会 

自治会等」の運営に関する情報提供などを目的とした研修会を開催した。 

この研修会は、「町会自治会等」の円滑な運営を促進し、組織の活性化及び役員 

の負担軽減に寄与することを目的としているが、令和 7年度は町会活動に関連し 

て八王子市、東京都及び公益財団法人東京都つながり創生財団から、行政の取り 

 アクセス数 対前年比 

令和 7年度 39,821 1,048 

令和 6年度 38,772 △3,272 

令和 5年度 42,044 7,333 

令和 4年度 34,711 18,523 

令和 3年度 16,188 624 

令和 2年度 15,564 △5,586 

令和元年度 21,150 △7,107  
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組みと支援や女性参画について説明するとともに、 

株式会社ジェイコム東京からは安全安心な取り組み事例 

の紹介があり、この研修会の様子は株式会社ジェイコム 

東京「ジモトトピックス」で放映された。 

（あ）開催日 6月 29日（日）13時から 16時  

（い）会場  学園都市センター「イベントホール」 

（う）参加者 112名   

（2）町自連役員研修会 ≪施策３の実現≫ 

近年の災害事情を踏まえ、「防災」をテーマに「震災・水害」について、専門家 

の話や体験を通して災害への備えなどの再認識を目的に視察を実施した。 

① 視察日  10月 29日(水) 

② 視察先  新宿区四谷 「消防博物館」 

     江東区有明 東京臨海広域防災公園「そなエリア東京」 

③ 参加者  町自連 16名  

 

 

 

 

 

 

（3）町会自治会アンケート調査  ≪施策４の実現≫ 

課題を抱える「町会自治会等」の運営に対し、特徴的な活動や加入促進に向けて 

の取り組みなどを調査し、その結果を各団体へ情報を提供するとともに、今後の町 

自連の取り組みに反映することを目的にアンケート調査を実施した。 

①  主な質問項目  

（あ）基礎情報 （い）実施している行事 （う）加入促進の取り組み 

（え）デジタル化の進捗 （お）助成制度 （か）運営上苦慮する点 

②   調査依頼団体数（回答数）  町自連加入団体 347団体（245団体） 
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※ 調査結果は町自連ホームページで公開し、あわせて次年度の事業計画へ反映した。 

（4）「町会自治会等」への加入促進への支援 ≪施策４の実現≫ 

未加入町会への「町自連」加入促進の取り組みとして、地区連合会に未加入の 

「町会自治会等」には、「町会自治会等会長・役員研修会」及び「町自連研修会」の 

案内や、「八王子市町会・自治会運営ハンドブック 2025」、東京都からの通知及びリ 

ーフレットを配布するなど、「町自連」への加入を呼びかけた。 

（5）「町自連」を応援する関係団体との相互協力（協定書の締結）  

≪施策２、施策３の実現≫ 

平成 28年 3月に不動産関連団体支部と相互協力の協定を締結し、不動産関係団 

体のイベントへの協力や、市民や不動産事業者からの電話など、問い合わせへの 

対応を継続するとともに、令和 7年 10月にマスコミ・メディア関係団体と「地域 

安全に関する協定」を締結し、各種犯罪防止等の未然防止や防災意識の向上を進 

めるなど、加入促進に向けた相互連携を図った。 

①  不動産関係団体  

 公益社団法人 東京都宅地建物取引業協会第 12ブロック八王子支部 

 公益社団法人 全日本不動産協会東京都本部多摩南支部 

②  マスコミ・メディア関係団体 

 株式会社 ジェイコム東京 八王子・日野局 

5. 生活安全部 

（1）町自連研修会 ≪施策３・施策６の実現≫ 

東京都地域の底力発展事業助成金を活用し、八王子市高齢者救急医療体制広域 

連絡会、八王子消防署及び八王子警察署の協力により、「救急・医療」と「犯罪 

防止」など、日々の生活における不測の事態への対策として、自らできること、 

いざという時の効果的な対処方法や、また、犯罪に巻き込まれないための知識を 

学ぶ研修会を開催した。 

① 「救急・医療体制」と「健康体操」 

（あ）開催日     12月 16日(火) 14時から 16時 

（い）会場・参加者数 クリエイトホール 5階   151名 
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（う）講師  医療法人永寿会 陵北病院 院長          田中 裕之 氏 

東京消防庁 八王子消防署三部機動救急担当係長 興梠 和也 氏  

同 救急担当主任 消防司令補     伊藤 哲士 氏 

      介護予防運動指導員     立道 聡子 氏／片山 美奈子 氏 

② 「犯罪・詐欺」と「地域ぐるみでできる防犯」 

（あ）開催日     令和 8年 1月 18日(日) 14時から 16時 

（い）会場・参加者数 学園都市センター「イベントホール」  140名 

（う）講師   警視庁八王子警察署生活安全課長 警視      吉井 英樹 氏 

ジェイコムプロダクション本部 安全安心チーム  櫻井 芳子 氏  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）定期総会後懇親会  

① 開催日・会場   5月 25日（日）16時   八王子エルシィ 4階 

② 参加者      98名（うち来賓 23名） 

（3）関係機関、組織との連携 ≪施策２・施策３の実現≫ 

① 防災関係組織との連携 

行政が主管する「防災会議」や「自主防災団体連絡協議会」に参画し、住民 

の安全・安心に関する事項の検討を行った。 

②  防火防災協会との連携 

防火防災協会の副会長などの役員として運営に参画し、「町自連」と当該協 
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会との連携を図った。 

③  防犯関連組織との連携 

「防犯協会」の副会長として運営に参画し、八王子市内の 3防犯協会（八王 

子・高尾・南大沢各防犯協会）と連携し、地域での防犯活動に参加した。 

④  交通安全関連組織との連携 

「八王子交通安全協会」の役員として運営に参画するとともに、高尾、南大 

沢の各交通安全協会と連携し、地域での交通安全活動に参加した。 

Ⅲ. その他（事務局対応） 

１．自治会活動賠償責任保険の加入促進 

「町自連」が団体加入する自治会活動賠償責任保険は、取り扱いを開始してから 

17年が経過した。当該保険は、「町会自治会等」が負担する保険料が 20％程度減 

額となること。運用面では、町会・自治会行事として、自宅から会場までの往復 

時の怪我なども保険対象となること。これまで当該保険により補てんを受けた団 

体があったことなど、当該保険の有用性を勘案し、令和 7年 5月に新規加入募集 

活動を行い、「町会自治会等」が安心して活動できる環境づくりに寄与した。 

※ 実績などの詳細は、５．健全財政の確立（3）自主財源の確保 に記載    

２．町会・自治会設備整備支援補助金事業 

一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業及び八王子市の補助・支

援制度を活用し、「町会自治会等」に対して備品の提供事業（無償貸与）を実施

し、町会・自治会活動の活性化を支援してきた。  

なお本事業は例年、八王子市が要望する団体を取りまとめ、当該事業の助成先

である一般財団法人自治総合センターへ助成申請を行っているが、令和７年度分

については採択されなかったことから事業の実施は見送られた。 


